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1.はじめに
最近､松枯れの被害が増えており､対策として薬
剤散布などが行われているoLかし､自然や生活の
環境に配慮しつつ効果的な薬剤散布を行なうために
は､それぞれの樹木における病虫寮の程度や部位を
的確に判定することが望ましい0本研究では､樹木
内部の病害虫に侵された組織を検出し､その位置を
特定するために､10cm に切断した松の桂を用いて
各組織の抵抗率を求めると共に傷の有無によるイン
ピーダンス変化を測定し､傷害部位とインピーダン
ス変化の関係について検討を行な うし､
2.測定方法
測定に用いる電極として､ステンレス針 (長さ約
30mm)を用いるO これを図1(a)のように､各測
定箇所に電流端子と電圧端子を約 2mm(7)間隔をお
いてアクリル板で挟んで固着し､切片の横断面上に
深さ5mmまで刺 し込む〕樹木は 10cmに切断し､
両 端 の 横 断 面 にこれらの電極を刺し込み並列に接続
する｡なお測定法は4端子測定法で行ない､周波数
は100Hz､印加電圧は2OOmVであるL,
図ユ匝)のように切断した枝の両端の横断面を Å
面及び B面とし､片面につき電極を年輪の同心円
上に6カ所刺 し込む｡このような設定を4種類の年
輪と形成層に対して行ない､AB両面の電極から電
流を印加して､各組織蕗にインピ-ダンスを測定す
るO
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傷害部位を特定するために､図1(I)のように切
断した切片の樹皮に傷をつけたことによるインピ-
ダンスの変化について測定箇所を変えて 測 定するO
この時､傷の大きさは横断面円周上 1800に渡り､
深さは表皮から形成層までの約 1mm とし､長さは
40mllとする｡
電極を設置する測定箇所を､図1(C)に示すO
3.結果
(1)維持によるインピー ダンスの変化
枝 1から枝4までの4本について､電極を片面に
つき6カ所設置し､それらを全て並列に接続した場
合の傷害を与えない桟における形成層及び木部のイ
ンビ -ーダンスを表1に示すOこれ,から解るようにい
ずれの桟においてもインピーダンスは､木部に比べ
て形成層が低くなっており､抵抗率は､木部が形成
層U)約 10･J20倍となっているLl
(2)傷害を与えた場合のインピーダンスの変化
(a)枝の違いによる変化
枝 1から枝壕までの4本について､測定位置を(A
1,Bl),(Al､Bl).(Al.B⊥i).(∧4,B4)
とした時､形成層まで傷をつけた場合の形成層及び､
木部のインピーダンスの変化を表2に示すO
傷をよぎる部分の多い電極の組合わせ くÅ1-B
1)及び (A一l-Bl)においては､約 10-201'/ム
AI Bl
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(b)枝とその傷害部位
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程度増加しているO一方､傷をよぎる部分03少ない
(Al-B射 及び (A4-B射 においてほ､10%
以下の増加となっている｡また､木部のインピ-ダ
ンスについては､どの電極の組合わせに お いても､
ほとんど変化していないO
(b)測定位置の違いによる変化
枝 4について､測定位置を (Å 1,Bl),(AL
B21.(Al,B6),(Al.B⊥i),(^ ｣.Bl).
(A4,B2),(A4,B6),くÅ射 B射 の8主重
りに変化した時の傷の有無に対するインピ-ダンス
の変化を測定したO
表3に示すように,測定位置の間隔が長くなる場
合､及び傷をよぎる部分が増加する場合に､インピ
ーダンスが轟くなっている｡また､表2,3を比較
すると､いずれも (A1-Bl)において約 2OL7,i,堤
度増加しているQ
表 l各組強のインピー ダンスと抵抗率
lZ卜形成青 にJ:木部 p:形成層 p:東部 木部/形成層
払fP】 EkQコ 〔辞.mj rQ.mJ 【倍】
枝1 4★ー 8 3ー 190 15
枝2 3.4 5 日 110 10
按3 5.6 14 3ー 280 22
表2 枝の違いによるインピーダンスの変化
lZlku｣:100Hz J 療 140 1割含｢%l
A 1-Bl枝1二形成層 7十3 8.5 16枝2形成層 5 .6 64 4ー
妓3形成層 一 一 4ー 27
枝3:木部 2 8 29 4
A 4-81枝1:形成層 9 .5 10 5扱2:形成層 6 ,8 7★3 7
枝3:形成層 13 15 15
披3東部 3 ー 3 ー 0
A1-B4横1形成 9.甘 9,4 3妓之形成層 7.1 7.3 3妓3形成層 2ー 33 8
妓3:兼轟払 29 28 -3
A4-84枝1:形威屠 8,ー 臥ー 0枝2:形成履 6.7 6.8 ー枝3二形成暦 10 ll 10
表3 測定位置の違いによるインピー ダンスの変化
にlLkく?｣:lOOHヱ l 無 140mml割合｢%l
A1-81i軒 槻 暦l 12 14 17
A1-82 3ー 15 5ー
A1-86 2ー 14 17
Al-B4 葛3 14 8
A4-日1 14 16 14
A4-日2 14 5ー 7
A4-B6 13 14 8
4B4 2 0
4.考察
組織の違いによるインピーダンスの変化について
揺,枝によらず木部の抵抗率が形成層の約 10-20
倍となっているOこれは樹木における木部は生きて
いる細胞及び通道等の組織と､樹体を支持するため
の死んだ細胞が混在しているのに対して､形成層は
有機物等の養分が通る筋部からなるため､形成層の
方が導電率の高い水分や有機物などを多く含むため
と考えられる｡ 枝に傷をつけた場合のインピーダ
ンスの変化及び枝の違いによる変化の相違について
は､傷をよぎる部分の割合が増加するに伴ってイン
ピーダンスが増加し､これは桟によらずほぼ同程度
の値となっているo
次に剰定位置を泰 2の場合よりも細かく変化 し
た際J)インピーダンスの変化については､傷をよぎ
る部分の長さの責める割合の増加に比例してインピ
-ダンスが増加しており､これらの結果から樹体の
インピーダンスを測定することによって､傷害の発
生した部位を特定することが可能になるものと考え
られる｡
5.まとめ
本研究では､松枯れによる傷害の部位を特定する
ための準備として､まず松任の組織によるインピー
ダンスの違いを測定し､枝によらずに組織毎の抵抗
率の比がほぼ 同 様 な値であることを示したO次に枝
に傷をつけた 場 合 のインピーダンスの変化を測定位
置を変えながら測定し､インピーダンスを測定する
ことによって傷害の発生した部位を特定できる可能
性があることを示したO
今後は､ここで得られた体積固有抵抗をもとにし
て､樹木の電気的な等価回路に基づく樹体のモデル
を構成し評価する予定である｡
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